
・食料の偏りが戦争やテロを生む
⇒食料が平等に分配されると、
９０％の戦争が無くなると
いわれている

渡辺萌伽🐰
今回のアジアフ研修で、普段不
自由なく過ごせていることの有
難さを実感しました。お米一粒
も布きれも何一つ無駄にしては
いけないと思いました。また、
マザーランドアカデミーの方の
あたたかさを感じ、私も人に対
して常に思いやりを持って接し
ていきたいと思いました。たく
さんのことを学びいい経験にな
りました。

曽根原智香☆
今回初めてアジアフ研修に参加
してみて、箱詰めの作業など、
物資を送る相手のことを考えて
やるのと、ただ機械的にやるの
とでは、全く自分の気持ち的に
も違ってきて、１年生の時から
行っていれば良かったなと思う
ほど、これからの活動のために
なるお話や、私自身のためにも
なる貴重な経験をすることがで
きました。

プレゼントする箱に書くメッセージ(バマラ語) 
1)私の名前は○○○です。(○には名前を)

NE TOGO KO ○○○.
2)いつかみなさんと会えますように。

AN KA NYOGON YE DODON.
3)この贈り物が役立ちますように。

ALLAH KAKE AW NAFALANYE.
4)○○○より。(○には名前を)

DON DE ○○○.

私たちは４月３０日(日)に埼玉県の
マザーランドアカデミーを訪問し、
アジアフ研修を行いました。

研修では、代表の方からのお話をお聞きし、
物資の箱詰めを行いました。

鈴木穂乃花🐑
私は３回のアジアフ活動を通し
て、こんなにもアジア・アフリ
カの難民について知ると共に、
“だれもが大切なひとり”である、
命が等しいことを学ぶのが真の
国際人だと教えてもらい、私は
この三年間で目には見えない良
いモノを得ることができ、これ
から自分自身がどのように支援
していけば良いのか考えるきっ
かけができました。

平瀬ひよみ🐥
今回で２回目の参加だったが、
また貴重な体験をさせていただ
くことができて良かったです。
物資を送らせていただくことは
マリにいる誰かの役に立つこと
ができることだと実感できて良
かったです。マリ共和国や支援
できることについてもっと知っ
て、活動を深めていきたいです。

青栁美里🐧
２回目のアジアフ研修でした
が今年もマザーランドアカデ
ミーの方々にとても大切なお
話を聞かせていただきました。
特に自分達が日常生活の中で
困っている人々のためにでき
ることがあることを改めて実
感することができました。

松尾歩美🐾
今回の研修を通して、まず、正
副係長の仲が深まったと思いま
す。箱詰めを協力して行ったり、
研修の感想を言い合ったのはこ
れからの活動にとても活かされ
ると思いました。私が特に印象
的だったのは、団体の方々の優
しさと温かさに溢れる雰囲気で
す。私もいつか、「誰か」の為
に何かしたいと強く思う研修で
した。

青山翔人👓
アジアフ研修に参加するのは２
回目でした。前回もそうだった
のですが、マザーランドアカデ
ミーの方々のお話は、アジアフ
活動だけではなく私の普段の生
活や人生にとって非常にために
なるものばかりで、とても貴重
な経験となりました。これから
も真の国際人を目指して活動し
ていきたいと思います。

守屋紗楽✿
アジアフ研修に行かなければ聞
けないことや出来ないことなど
を体験できたので良かったです。
マリの方々がわくわくするよう
な箱の詰め方がもっと出来れば
良かったなぁと思いました。

井口瑞稀🍂
初めての体験で、自分にも人を
支え、助けることができること
がわかり、すごくうれしかった
し、これからもボランティア活
動をつづけたいと思った。

段ボールの底をテープで
固定して、強度を上げる
ため、段ボールの切れ端
を入れる。

物資を詰める。

段ボールの切れ端を物資
の上にのせてから、蓋を
してテープで固定する。

段ボール箱にメッセージ
や絵などを書く。

英語は外国の人と話すための切符のようなもの

英語だけでは本当の国際人にはなれない

支援の役割

①緊急のため
の支援

②自立のため
の支援

③戦争・テロ
予防のため
の支援

・米が最も必要
⇒119円で1kgの米が
マリ共和国まで届く

・スプーンたった一杯の米を
大喜びして食べる子供たちがいる

・マリ共和国の現状は戦後の日本
よりも国の状況が悪く、特に妊婦
の死亡率が高い

・井戸→学校→植林場→畑の順番に
整備していく

・学校で勉強が終わった子供たちに
物資を配る(親がきちんと子供を
学校に行かせるようにするため)

・今年はマリ共和国北部で干ばつが
始まり、そこからテロが侵入する
可能性がある

３３年間もの間、一回も休まずに活動している
のは岳陽高校(旧北高校)がほぼ唯一だそうです。
岳陽高校のアジアフ活動は現地の人々から
とても感謝されています。

特別な考えは必要なく、命が平等であることを
学び、世界中の人々を思いやる心を持てる人が
本当の国際人である。


